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白井市出身の安藤美希子さんが、11月開催のウエイトリフティング世界選手権で8位入賞！▲▲祝

　市では、市立保育園の待機児童の解消を図るため、保育士を募
集します。

勤務場所　清水口保育園、南山保育園、桜台保育園
※任期付職員とは、給料・各種手当および勤務時間などが正規職
員と同様で、採用期間を定めた職員をいいます。
■申・■問　12月2日㈬から18日㈮までに、所定の申込書（総務課・市ホー
ムページにあります）に必要事項を記入の上、保育士登録証の写
しと履歴書を添えて、郵送（消印有効）か直接市総務課人事班
内線3314・5へ

人口　63,086人（＋ 14）
男　　31,559人（＋ 12）
女　　31,527人（＋  2）
世帯　24,708戸（＋ 29）
※10月末日現在。
（　）内は前月比。

■平成26年度決算 ………………………2
■平成28年度市営駅前駐輪場定期利用申
請の受け付けを開始………………………3
■平成29・30年度文化センター・保健福
祉センターの利用について………………3
■市民団体活動支援補助金の活用を……4
■年末年始のごみ収集……………………5
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見事な自然薯を掘りあげた秋谷さん

任期付職員（保育士）を募集します

日時　平成28年2月13日㈯
午後1時30分～（開場　午後1時～）
場所　文化会館なし坊ホール
入場料　一般　500円（全席指定、
3歳未満膝上無料で、席を有する
場合はチケットが必要）
チケット発売日　12月11日㈮午前
10時から文化会館窓口で（電話予
約は15日㈫午前9時から）
■問　文化会館☎（492）1121

笑いと歌のオンステージ

　「しろいふるさと大使」は、市のイメージアップと地域振興を図るため、
市のPRに協力をいただいている市出身の著名人の皆さんです。
　笑いと歌の楽しいステージを楽しんでください。

しろいふるさと大使ライブ

石田俊雄さん、イワイガワさん、大杉一男さん、髙城靖
雄さん、ホリさん（左から）

白
井
の
冬
の
味
覚

し
ろ
い
の
自じ

然ね
ん

薯じ
ょ

今
年
も
お
い
し
い

　

白
井
の
冬
の
味
覚
と
い
え
ば
、「
し
ろ
い
の
自
然
薯
」
で
す
。
今
年
は
、
８
月
下
旬

か
ら
9
月
上
旬
の
降
雨
が
芋
の
生
育
に
良
い
影
響
を
与
え
、
収
穫
量
も
期
待
で
き
ま
す
。

最
盛
期
（
12
月
〜
1
月
）
の
芋
畑
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
お
い
し
い

冬
の
味
覚
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
問

　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5
2

掘
っ
て
み
な
い
と
で
き

が
分
か
ら
な
い
か
ら
楽

し
み

　
白
井
市
自
然
薯
研
究
会
会
員
の
秋

谷
茂
男
さ
ん
に
、
今
年
の
自
然
薯
の

収
穫
状
況
を
聞
き
ま
し
た
。

◆
今
年
の
で
き
具
合
は

　
今
年
は
7
月
が
猛
暑
続
き
で
、
つ

る
や
葉
の
生
長
が
心
配
で
し
た
が
、

芋
が
育
つ
時
期
に
雨
が
降
っ
て
く
れ

た
の
で
太
く
育
ち
ま
し
た
。
例
年
よ

り
粘
り
が
あ
り
、
糖
度
も
申
し
分
あ

り
ま
せ
ん
。
良
い
で
き
だ
と
思
い
ま

す
。

◆
自
然
薯
栽
培
の
楽
し
い
と
こ
ろ
は

　
毎
年
掘
っ
て
み
な
い
と
で
き
が
分

か
ら
な
い
か
ら
楽
し
み
な
ん
で
す
。

収
穫
す
る
と
き
は
、
わ
く
わ
く
し
て

い
ま
す
。
掘
っ
て
立
派
な
芋
が
出
て

き
た
と
き
は
、
1
年
間
の
苦
労
が
報

わ
れ
た
気
が
し
ま
す
。

◆
自
然
薯
栽
培
の
苦
労
は

　
自
然
薯
は
芋
を
畑
に
植
え
れ
ば
勝

手
に
育
つ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
作
業
は
全

て
手
作
業
で
重
労
働
で
す
。
草
取
り

や
水
の
管
理
も
大
変
で
す
。
い
ま
だ

に
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
、
1
年

が
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

白井市自然薯研究会

会長　山崎信男さん

毎
年
気
を
抜
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
　

　
白
井
市
自
然
薯
研
究
会
が
発
足

し
て
、
今
年
で
13
年
が
た
ち
ま
し

た
。
会
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け

は
、
白
井
の
特
産
品
と
い
え
ば
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
の
「
梨
」
が
あ

り
ま
す
が
、
冬
の
特
産
品
が
見
当

た
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ

で
、畑
で
栽
培
で
き
る
「
自
然
薯
」

に
注
目
し
、
現
在
、
会
員
13
人
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
栽
培
面
積
は
、

約
65
㌃
、
生
産
量
は
約
6
千
㌔
㌘

で
す
。

　
研
究
会
で
は
、
少
し
で
も
良
い

自
然
薯
が
収
穫
で
き
る
よ
う
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
先
進
地
の

北
茨
城
市
へ
研
修
に
出
か
け
、
肥

自然薯の栽培
を始めて13年
がたちました

料
や
種
芋
の
種
類
な
ど
日
々
研
究

を
続
け
て
い
ま
す
。
自
然
薯
は
大

変
天
候
に
左
右
さ
れ
る
作
物
で
す

の
で
毎
年
気
を
抜
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
が
、
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

若
い
仲
間
を
ど
ん
ど

ん
増
や
し
た
い

　
こ
れ
か
ら「
し
ろ
い
の
自
然
薯
」

を
も
っ
と
盛
り
上
げ
る
た
め
に
若

い
自
然
薯
仲
間
を
ど
ん
ど
ん
増
や

し
た
い
で
す
ね
。
会
の
中
心
メ
ン

バ
ー
は
60
代
が
多
い
の
で
、
今
後

の
課
題
は
生
産
者
の
高
齢
化
で
す
。

若
い
世
代
の
人
が
興
味
を
持
っ
て

や
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
会
に
入
っ

て
く
れ
れ
ば
私
た
ち
の
経
験
は
い

く
ら
で
も
伝
え
ま
す
。

自然薯は、JA西印旛農産物直売所
「やおぱぁく」で販売しています

住所　木278-1　☎（498）2007
営業時間　10：00 ～ 18：00　

店頭に並んだ自然薯

　自然薯には、でんぷんを分解する消化酵素
「アミラーゼ」が多く含まれているので、摂取

すると消化吸収が促進されます。また、強い粘り成分「ムチ
ン」は血糖値上昇抑制、コレステロール値の低下に効果があり、
高血圧の改善にも優れています。

自然薯の効能

項目 募集人員 要件 任期

一般任期
付保育士

9人 保育士登録証を有している
人で、昭和35年4月2日以
降（55歳以下）に生まれた
人（任期付短時間勤務につ
いては要相談）

平成28年4月1日
から平成33年3月
31日までの5年間

任期付短
時間勤務
保育士

10人程度

平成28年4月1日
から平成29年3月
31日までの1年間
（更新あり）

やおぱぁく感謝祭に出店
詳細は7ページへ
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市
で
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
は
じ
め
、
国
・
県
の
補
助
金
や
借
入
金
な
ど
を
基
に
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
に
市
が
ど
れ
だ
け
の
費
用
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か
を
、
市
の
決
算
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
決
算

　
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
（
収
入
）
が
1
8
4
億
4
、
5

3
0
万
円
（
市
の
貯
金
で
あ
る
財
政

調
整
基
金
の
取
り
崩
し
4
億
3
、
1

6
3
万
円
を
含
む
）、
歳
出
（
支
出
）

が
1
7
6
億
8
、3
8
5
万
円
で
し

た
。

　
差
し
引
き
は
7
億
6
、
1
4
5
万

円
の
黒
字
で
し
た
が
、
こ
の
中
に
は

国
の
補
正
予
算
に
よ
る
事
業
採
択
な

ど
の
理
由
に
よ
り
平
成
26
年
度
で
完

了
し
な
か
っ
た
た
め
、
平
成
27
年
度

に
繰
り
越
し
て
引
き
続
き
実
施
す

る
事
業
な
ど
に
使
う
財
源
1
億
7
、

6
7
2
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
差
し
引
い
た
実
質
的
な
平

成
26
年
度
の
収
支
は
、
5
億
8
、
4

7
3
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

　
歳
入
・
歳
出
の
内
訳
は
下
の
円
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

※
表
中
の
数
値
は
万
円
未
満
単
位
を

四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
と

内
訳
が
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。

◆
歳
入
（
諸
収
入
が
減
少
）

　
ご
み
処
理
施
設
や
印
西
斎
場
な
ど

を
運
営
す
る
「
印
西
地
区
環
境
整
備

事
業
組
合
」
へ
市
か
ら
支
払
う
負
担

金
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
な

ど
か
ら
の
負
担
金
歳
入
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
度

で
対
象
と
な
る
負
担
金
支
出
が
終
了

し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
は

諸
収
入
が
7
億
8
、
0
9
6
万
円

（
60
・
9
㌫
）
減
少
し
、
歳
入
全
体

で
は
3
億
7
、
5
2
9
万
円
（
2
・

0
㌫
）
減
少
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
の
歳
入
の
約
5
割
を
占

め
る
市
税
に
つ
い
て
は
企
業
の
業
績

回
復
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
平
成
25

年
度
に
比
べ
て
2
、
7
4
3
万
円

（
0
・
3
㌫
）
増
加
し
ま
し
た
。

◆
歳
出
（
衛
生
費
が
減
少
）

　
歳
出
で
は
、
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
や
臨
時
福
祉
給
付
金

の
実
施
な
ど
に
よ
り
民
生
費
が

4
億
2
、
9
5
1
万
円
（
8
・
6
㌫
）、

小
学
校
の
大
規
模
修
繕
や
増
築
工

事
の
実
施
な
ど
に
よ
り
教
育
費
が

4
億
2
3
8
万
円
（
16
・
0
㌫
）
平

成
25
年
度
に
比
べ
て
増
加
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業

組
合
へ
の
負
担
金
が
減
少
し
た
こ
と

に
よ
り
、
衛
生
費
全
体
で
平
成
25
年

度
に
比
べ
て
7
億
8
、
1
2
6
万
円

（
32
・
8
㌫
）
減
少
し
、
歳
出
全
体

で
は
1
億
9
、
7
2
8
万
円
（
1
・

1
㌫
）
減
少
し
ま
し
た
。

健
全
化
判
断
比
率
・
資

金
不
足
比
率
の
状
況

　
財
政
の
早
期
健
全
化
の
必
要
性
を

判
断
す
る
た
め
の
「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
平
成
26
年
度
決
算
に
よ

る
財
政
状
況
を
示
す
健
全
化
判
断
比

率
を
算
出
し
た
と
こ
ろ
、
全
て
の
指

標
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤

字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来

負
担
比
率
）
に
お
い
て
、
財
政
健
全

化
計
画
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
早
期

健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
公
営
企
業
の
経
営
状
況
の
悪
化
の

度
合
い
を
示
す
資
金
不
足
比
率
に
つ

地方債の残高

区分 地方債残高 市民
1人あたり

総務債 93億9,880万円 149,624円
民生債 4億7,127万円 7,503円
衛生債 3億6,829万円 5,863円
農林水産業債 40万円 6円
土木債 3億3,638万円 5,355円
消防債 702万円 112円
教育債 36億7,781万円 58,549円
下水道事業債
（特別会計） 24億2,698万円 38,636円

水道事業債
（特別会計） 4億6,310万円 7,372円

合計 171億5,005万円 273,020円

地方債の残高 一般会計以外の決算について
　平成26年度の特別会計および企業会計の決算は、下表の
とおりです。　地方債は、将来にわ

たって市民が利用する
道路や公共施設の建設
などの費用を、現在の
市民だけでなく将来の
市民にも負担してもら
うことが公平である場
合に、地方債の借り入
れについて県の同意を
得た後に国などから借
り入れる市の借金のこ
とです。
　平成26年度末の地方
債残高は右表のとおり
です。

い
て
は
、
対
象
と
な
る
市
の
公
営
企

業
（
下
水
道
事
業
、
水
道
事
業
）
に

資
金
不
足
が
生
じ
な
か
っ
た
た
め
、

数
値
の
算
定
が
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
市
の
財
政
状
況
と
公
営
企
業
の
経

営
状
況
は
と
も
に
健
全
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

平
成

26
年
度
決
算

土地 1,063,190平方㍍
建物 149,847平方㍍
車輌 50台
有価
証券 2,576万円

債権

損害賠償金2,363
万2千円およびこ
れに対する平成
23年2月26日 か
ら支払い済みま
での年5分の割合
による額

出資に
よる権利 4億1,346万2千円

基
金

現金 38億1,164万7千円
債権 112万円
土地 42,912平方㍍

市の財産

※表中の「△」はマイナスを表します。資本的収支の不足
額は留保資金などから補てんしました。

※平成27年3月31日現在の住民基本台帳人口62,816人で計算してい
ます。

特別会計
会計名 歳入 歳出 差し引き

国民健康保険 65億3,814万円 62億2,889万円 3億926万円
介護保険 27億6,608万円 26億8,284万円 8,325万円
後期高齢者医療 4億5,260万円 4億5,058万円 203万円
下水道事業 10億3,759万円 9億3,423万円 1億336万円
学校給食共同調
理場事業 5億2,733万円 5億2,046万円 687万円

※下水道事業は翌年度へ繰り越して実施する事業に使う財源10
万円を含みます。 企業会計

事業名 歳入 歳出 差し引き

水道
事業

収益的収支 5億2,408万円 4億6,736万円 5,672万円
資本的収支 5,626万円 7,993万円 △2,367万円

平
成
26
年
度
に
実
施
し

た
主
な
事
業
・
事
業
費

小
学
校
施
設
改
修
等
事
業
　
児
童
が

活
動
し
や
す
い
安
全
な
教
育
環
境
を

整
備
す
る
た
め
、
第
一
小
学
校
校
舎

改
修
工
事
や
第
三
小
学
校
増
築
工
事

な
ど
を
実
施
・
10
億
9
、
6
4
4
万
円

公
共
施
設
保
全
管
理
事
業
　
公
共
施

設
の
効
率
的
な
保
全
と
計
画
的
な
営

繕
を
図
る
た
め
、
西
白
井
複
合
セ
ン

タ
ー
大
規
模
修
繕
工
事
や
文
化
セ
ン

タ
ー
防
災
設
備
改
修
工
事
な
ど
を
実

施
・
2
億
3
、
9
1
5
万
円

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
　
子
ど
も

の
保
健
対
策
の
充
実
お
よ
び
保
護
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

小
学
校
6
年
生
ま
で
の
通
院
お
よ
び

中
学
生
ま
で
の
入
院
に
か
か
る
医
療

費
を
助
成
・
2
億
4
1
0
万
円

市
道
新
設
改
良
事
業
　
安
全
で
円
滑

な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
幹

線
市
道
整
備
や
一
般
市
道
拡
幅
等
の

改
良
を
実
施
・
1
億
4
、
0
9
9
万
円

感
染
症
予
防
事
業
　
感
染
症
の
蔓
延

予
防
の
た
め
乳
幼
児
や
児
童
へ
の
定

期
予
防
接
種
の
実
施
や
、
高
齢
者
の

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
助

成
・
1
億
8
2
1
万
円

雨
水
排
水
施
設
整
備
事
業
　
都
市
環

境
の
向
上
を
図
る
た
め
雨
水
排
水
整

備
工
事
や
、
工
事
の
た
め
の
実
施
設

計
を
実
施
・
5
、
2
8
6
万
円

市
役
所
庁
舎
整
備
事
業
　
市
役
所
庁

舎
の
備
え
る
べ
き
機
能
の
仕
様
な
ど

を
確
定
す
る
た
め
、
基
本
設
計
を
実

施
・
4
、
3
9
6
万
円

橋
梁
維
持
事
業
　
橋
梁
の
通
行
の
安

全
性
確
保
お
よ
び
修
繕
・
架
け
替
え

費
用
の
縮
減
と
平
準
化
を
図
る
た
め
、

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、

市
内
の
橋
の
定
期
点
検
や
修
繕
工
事

を
実
施
・
4
、
0
3
3
万
円

※
こ
の
ほ
か
の
主
要
事
業
の
成
果
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま

す
。

問
　
財
政
課
財
政
班
　
内
線
3
3
3

1
・
2

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

納
付
を
忘
れ
ず
に

　
25
日
㈮
は
次
の
市
税
な
ど
の
納
期

限
で
す
。

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
3

期
分
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
6
期
分
）

●
介
護
保
険
料
（
6
期
分
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
6
期

分
）

　
市
税
な
ど
は
納
期
限
内
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
（
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延

滞
金
が
掛
か
り
ま
す
）。

　
市
税
な
ど
の
納
付
は
、
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。
ま
た
市

税
な
ど
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
除
く
）
は
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
収
税
課
収
税
班

　
内
線
3
1
2

1
〜
5

所
得
申
告
用
「
国
民
健

康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
・
介
護

保
険
料
の
納
付
額
」
の

お
知
ら
せ
に
つ
い
て

　
市
で
は
「
平
成
27
年
中
に
納
め
た

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
お
知
ら

せ
」
を
平
成
28
年
1
月
下
旬
に
は
が

き
で
送
付
し
ま
す
。
こ
の
通
知
に
は

平
成
27
年
1
月
〜
12
月
末
ま
で
に
納

付
し
た
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る

人
は
、
平
成
28
年
1
月
下
旬
に
送
付

予
定
の
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
年
末
調
整
を
行
う
人
は
、
各
課
窓

口
で
随
時
発
行
し
ま
す
の
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

問
　
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料

　
保
険
年
金
課
保
険

税
班

　
内
線
3
1
7
1
〜
3
、
介
護

保
険
料

　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険

班
　
内
線
5
3
3
3
〜
5

お詫びと訂正　広報11月15日号表紙でお知らせしました「市の防犯活動に貢献」に関する記事で全国防犯協会連合会会長表彰「防犯栄誉銅章」受賞者
の名前に誤りがありました。正しくは「武田良昭」さんです。お詫びして訂正いたします。
お知らせ　広報11月15日号8ページでお知らせしました「白井駅前センターフェスティバル」は2月27日㈯、28㈰に変更となりました。
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工事日程　12月中旬～平成28年3月下旬　午前
9時～午後5時（日曜、祝日を除く）
※工事の実日数は10 ～ 15日間程度の予定です。
工事箇所　下図の①大山口1丁目地先から大松
1丁目地先への跨線橋、②中木戸上橋（根地先）
工事内容　橋面舗装および伸縮装置の取り換え
※工事中は交通誘導員を配置します。
交通規制区間　下図の　　部分片側交互通行
※①は国道464号で一車線交通規制があります。

橋梁修繕工事のお知らせ

工事箇所① 工事箇所②

市■問　道路課維持管理班　内線3214

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

平
成
28
年
度
市
営
駅
前

駐
輪
場
定
期
利
用
申
請
受
付
開
始

〜
申
請
期
限
は
18
日
㈮
ま
で
〜

　
市
で
は
平
成
28
年
度
白
井
駅
前
駐

輪
場
お
よ
び
西
白
井
駅
前
駐
輪
場
の

定
期
利
用
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
す
。

　
駐
輪
場
は
自
転
車
と
、
排
気
量
50

㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
が
利
用

で
き
ま
す
（
原
動
機
付
自
転
車
が
利

用
で
き
る
の
は
、
白
井
駅
前
は
第
3

駐
輪
場
、
西
白
井
駅
前
は
第
1
・
2

駐
輪
場
の
み
で
す
）。

　
申
し
込
み
は
1
人
に
付
き
1
台
で

す
。
駐
輪
場
を
実
際
に
利
用
し
な
い

家
族
の
名
前
を
使
っ
て
の
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
現
在
、
定
期
利
用
を
利
用
し
て
い

る
人
も
申
請
が
必
要
で
す
。

利
用
期
間
　
平
成
28
年
4
月
1
日
㈮

〜
平
成
29
年
3
月
31
日
㈮

場
所
　
左
図
の
と
お
り

料
金
・
駐
輪
場
別
駐
輪
可
能
台
数
　

左
下
表
の
と
お
り

◆
申
請
方
法

　
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
所
定
の

申
請
書
（
市
民
安
全
課
・
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
・
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
・

白
井
駅
・
西
白
井
駅
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
郵
送
か
直
接
市
民
安
全
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
や
直
接
持
参
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
、
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
・

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
・
白
井
駅
・

西
白
井
駅
に
設
置
す
る
「
あ
ず
か
り

箱
」へ
投
函
す
る
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
電
子
申
請
も
で
き
ま
す
（
E

メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
）。

受
付
期
間
　
〜
18
日
㈮
（
消
印
有
効
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。
詳
細
は
、
申
請
書
に
添
付

の
申
込
要
領
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
ま
す
。

◆
定
期
使
用
料
の
免
除

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

使
用
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
時
に
使
用
料
減
免
申
請
書
と

手
帳
な
ど
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

●
生
活
保
護
法
に
基
づ
き
、
保
護
を

受
け
て
い
る
世
帯
の
人

●
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
き
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

●
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
き
、
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

人
と
そ
の
児
童

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
児
童
手
当

と
は
異
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

●
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
交
付
さ
れ
た
療
育
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
人

自
転
車
の
放
置
は
や
め

ま
し
ょ
う

　
市
で
は
「
市
自
転
車
等
の
放
置
防

止
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
白
井

駅
、
西
白
井
駅
前
周
辺
を
自
転
車
等

放
置
禁
止
区
域
に
定
め
て
い
ま
す
。

　
放
置
禁
止
区
域
（
上
図
参
照
）
に

放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
、
原
動
機

付
自
転
車
は
、
同
条
例
に
基
づ
き
市

で
撤
去
、
移
送
し
ま
す
。

　
撤
去
し
た
自
転
車
な
ど
に
つ
い
て

の
撤
去
費
用
は
所
有
者
な
ど
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
必
ず
所
定

の
駐
輪
場
に
止
め
ま
し
ょ
う
（
無
許

可
駐
輪
も
撤
去
の
対
象
と
な
り
ま

す
）。

　
市
営
駐
輪
場
を
使
用
す
る
場
合
は

定
期
利
用
の
申
請
ま
た
は
一
時
利
用

券
を
購
入
し
、
自
転
車
な
ど
に
貼
付

し
ま
し
ょ
う
。

※
自
転
車
な
ど
を
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な

ど
に
チ
ェ
ー
ン
で
つ
な
い
で
い
る
場

合
は
、
切
断
し
撤
去
し
ま
す
。

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
な

ど
の
返
還

【
返
還
申
請
】

日
時
　
平
日
　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
（
祝
日
を
除
く
）

場
所
　
市
民
安
全
課

必
要
な
も
の
　
身
分
証
明
書
（
運
転

免
許
証
な
ど
返
還
を
受
け
る
人
の

住
所
・
氏
名
を
確
認
で
き
る
も
の
）、

印
鑑
、
移
送
保
管
手
数
料
（
自
転
車

2
、
0
0
0
円
、
原
動
機
付
自
転
車

3
、
0
0
0
円
）、
保
管
自
転
車
な

ど
返
還
通
知
（
は
が
き
で
通
知
を
受

け
た
場
合
）

【
自
転
車
な
ど
の
返
還
】

日
時

　
金
・
日
曜
日

　
午
後
1
時
〜

4
時
（
金
曜
日
が
祝
日
の
場
合
・
年

末
年
始
を
除
く
）

場
所
　
放
置
自
転
車
保
管
場
所
（
白

井
3
7
7
―
6

　
旧
中
央
公
民
館
別

館
わ
き
）

必
要
な
も
の
　
返
還
許
可
証
（
返
還

申
請
時
に
発
行
）、
自
転
車
な
ど
の

鍵
、
印
鑑

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班

　
内

線
3
3
2
1
・
2

駐輪場別駐輪可能台数

駅 駐輪場名
自転車 原動機付

自転車
（50㏄以下）

定期
利用

一時
利用

白井駅

第1駐輪場 533台 16台 ―
第2駐輪場 184台 ― ―
第3駐輪場 354台 24台 40台
第4駐輪場 415台 ― ―

西白井駅
第1駐輪場 683台 19台 23台
第2駐輪場 1,463台 68台 100台
第3駐輪場 580台 ― ―

◆
駐
輪
場
利
用
ル
ー
ル
・
注
意
事
項

●
駐
輪
場
内
で
、
自
転
車
な
ど
の
盗

難
・
損
傷
な
ど
利
用
者
の
損
害
に
つ

い
て
、
市
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま

せ
ん

●
盗
難
防
止
の
た
め
、
利
用
者
は
自

転
車
な
ど
へ
確
実
に
施
錠
（
二
重

ロ
ッ
ク
）
を
し
て
く
だ
さ
い

●
危
険
防
止
の
た
め
、
駐
輪
場
内
で

は
自
転
車
・
原
動
機
付
自
転
車
は
降

車
し
て
通
行
し
、
ラ
ッ
ク
・
区
画
線

に
き
ち
ん
と
止
め
て
く
だ
さ
い

●
ル
ー
ル
違
反
（
指
定
駐
輪
場
以
外

へ
の
駐
輪
、
無
許
可
駐
輪
な
ど
）
の

自
転
車
な
ど
に
つ
い
て
は
、
撤
去
な

ど
の
措
置
を
と
り
ま
す

●
一
時
使
用
は
駐
車
券
発
行
か
ら
24

時
間
と
な
り
ま
す
の
で
、
時
間
を
超

え
た
場
合
は
改
め
て
一
時
使
用
券
を

購
入
し
て
く
だ
さ
い

●
発
火
性
・
引
火
性
な
ど
の
あ
る
危

険
物
の
駐
輪
場
内
へ
の
持
ち
込
み
や
、

ご
み
な
ど
を
放
置
・
散
乱
さ
せ
な
い

で
く
だ
さ
い

●
駅
側
か
ら
間
を
空
け
ず
に
順
次
駐

輪
し
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い

白井駅前駐輪場西白井駅前駐輪場

料金表

使用区分
市内在住者 市外在住者

自転車 原動機付
自転車 自転車 原動機付

自転車

定期使用
（年額）

一般 3,600円 5,400円 7,200円 10,800円
高校生
以下 1,800円 2,700円 3,600円 5,400円

一時使用
（24時間まで） 100円 200円 100円 200円

※一時使用が可能な駐輪場は、白井駅前第1・第3、西白井駅前
第1・第2駐輪場となります。その他は定期使用専用です。

※　　　は自転車等放置禁止区域、　　は「駐輪場」です。

10
日
㈭
〜
31
日
㈭

　
冬
の
交
通
安
全
運
動

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」

　
　
ち
ょ
っ
と
で
済
ま
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飲
酒
事
故

　
年
末
は
交
通
量
が
増
加
し
、
そ
れ

に
伴
う
事
故
が
多
発
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　
特
に
忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
の
機
会

が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
飲
酒
が
予
測

さ
れ
る
会
合
な
ど
に
は
、
車
や
自
転

車
で
出
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど

「
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
・
さ

せ
な
い
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
人
は
お
互
い
に

「
ゆ
ず
り
あ
い
の
気
持
ち
」
を
も
ち

ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
運
転
者
は
、
高
齢
者
運
転
標

識
「
高
齢
者
マ
ー
ク
」
を
表
示
す
る

よ
う
努
め
、
ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
に
よ
る
事
故
は
被
害
者
に

な
る
場
合
だ
け
で
な
く
加
害
者
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
こ
と
は

も
と
よ
り
、
各
種
保
険
の
加
入
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
運
動
の
重
点
目
標

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
や
自

転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

●
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班

　
内

線
3
3
2
1

移転する部署 仮移転先
環境課 保健福祉セン

ター
研修室2

委託業者控室 会議室2
議場
委員会室

文化センター

か お り
ホール

会議室 研修室1
議員控室
議会図書室 研修室1

議会事務局
正副議長室 事務室

　
市
で
は
庁
舎
整
備
事
業
を
進
め
て

お
り
、
今
年
度
は
実
施
設
計
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
平
成
28
年
度
に
新
築
棟

建
設
工
事
、
29
年
度
に
現
庁
舎
の
減

築
改
修
工
事
を
行
い
、
30
年
5
月
に

全
庁
が
開
庁
す
る
予
定
で
す
。

　
平
成
29
年
度
の
減
築
棟
改
修
工
事

の
際
は
、
新
築
棟
に
各
部
署
を
配
置

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
新
築

棟
に
入
り
き
ら
な
い
一
部
の
部
署
と

議
会
関
連
諸
室
は
、
経
費
縮
減
を
図

る
た
め
仮
設
庁
舎
を
設
け
ず
に
、
左

表
の
と
お
り「
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

「
文
化
セ
ン
タ
ー
」に
仮
移
転
し
ま
す
。

※
日
程
な
ど
の
詳
細
は
市
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

仮
移
転
の
期
間
（
予
定
）　
平
成
29

年
5
月
〜
30
年
5
月
上
旬

※
仮
移
転
の
期
間
中
は
上
表
の
仮
移

転
先
の
施
設
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
が
、

か
お
り
ホ
ー
ル
の
利
用
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

問
　
管
財
契
約
課
庁
舎
建
設
準
備
室

内
線
3
3
4
1
・
2
、
文
化
会
館

☎
（
4
9
2
）
1
1
2
1

　
平
成
29
・
30
年
度
文
化
セ
ン
タ
ー
・

　
　
　
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て

か
お
り
ホ
ー
ル
の
利
用
に
つ
い
て

　
市
議
会
会
期
中
（
例
年
6
・
9
・

11
・
12
・
2
・
3
月
の
ほ
か
臨
時
会

（
不
定
期
））
は
、
議
場
と
し
て
使
用

す
る
た
め
貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ
ん

が
、
会
期
期
間
以
外
の
土
・
日
曜
日

は
か
お
り
ホ
ー
ル
の
貸
し
出
し
を
行

い
ま
す
。

　
金
曜
日
に
つ
い
て
は
、
土
・
日
曜

日
の
準
備
を
す
る
場
合
に
限
り
貸
し

出
し
ま
す
（
平
成
29
年
4
月
29
日
㈷

か
ら
5
月
7
日
㈰
、
30
年
4
月
28
日

㈯
か
ら
5
月
6
日
㈰
は
利
用
不
可
）。

※
引
っ
越
し
作
業
な
ど
の
遅
れ
に
よ

り
仮
移
転
の
期
間
が
延
長
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
庁
舎
整
備
事
業
】
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農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
11
月
6
日
か
ら
13
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実

施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い

手
賀
沼
統
一
ク
リ
ー
ン

デ
イ
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か

　
水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
手
賀
沼
統
一
ク

リ
ー
ン
デ
イ
の
清
掃
活
動
を
開
催
し

ま
す
。

　
清
掃
場
所
は
、
金
山
落
（
名
内
橋

か
ら
今
井
3
号
橋
の
桜
並
木
）
で
す
。

　
清
掃
活
動
終
了
後
は
、
手
賀
沼
流

域
の
平
塚
地
区
に
残
る
国
指
定
重
要

文
化
財
「
滝
田
家
住
宅
」
を
見
学
し

ま
す
。

※
作
業
し
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
程
　
13
日
㈰
　（
小
雨
決
行
、
荒

天
中
止
）

集
合
時
間
・
場
所

　
午
前
9
時
・
市

役
所
玄
関
前

※
清
掃
場
所
へ
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

送
迎
し
、
終
了
時
間
は
正
午
の
予
定

で
す
。

申
・
問

　
10
日
㈭
の
正
午
ま
で
に
、

電
話
か
直
接
環
境
課
環
境
保
全
・
放

射
線
対
策
班
　
内
線
3
2
7
6
へ

【
柏
・
白
井
・
鎌
ケ
谷

環
境
衛
生
組
合
】

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

　
柏
・
白
井
・
鎌
ケ
谷
環
境
衛
生
組

合
で
は
「
廃
棄
物
処
理
施
設
周
辺

整
備
基
本
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

※
意
見
の
提
出
方
法
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

募
集
期
間
　
7
日
㈪
〜
平
成
28
年
1

月
5
日
㈫

閲
覧
場
所
　
柏
・
白
井
・
鎌
ケ
谷
環

境
衛
生
組
合
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
　
柏
・
白
井
・
鎌
ケ
谷
環
境
衛

生
組
合
周
辺
整
備
室

　
☎
0
4
7

（
4
4
2
）
4
5
1
7

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診

断
相
談
会 

　
市
で
は
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
を
対

象
に
簡
易
な
耐
震
診
断
相
談
会
を
行

い
ま
す
。

　
こ
の
相
談
会
で
危
険
性
が
あ
る
と

診
断
さ
れ
た
場
合
は
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
と
市
の
戸
建
住
宅
耐
震
診

断
補
助
金
制
度
を
活
用
し
て
専
門
家

に
よ
る
耐
震
診
断
を
受
け
る
こ
と
が

移
動
交
番
を
開
設
し
ま
す

　
12
月
の
移
動
交
番
の
開
設
予
定
は

次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
・
場
所
　
1
日
㈫
　
午
前
10
時

〜
正
午

　
26
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
4

時
・
運
動
公
園
、
11
日
㈮

　
午
後
2

時
〜
3
時

　
18
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

11
時
・
セ
ー
ブ
オ
ン
千
葉
白
井
店（
西

白
井
）、
16
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
11

時
・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
白
井
河
原
子
店
）

※
事
件
・
事
故
の
発
生
や
気
象
条
件

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

で
き
ま
す
。

日
時
　
25
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
午
後

4
時

場
所
　
市
役
所
2
階
相
談
室

対
象

　
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ

た
木
造
住
宅

　
6
件
（
申
し
込
み
順
）

相
談
員

　
千
葉
県
建
築
士
事
務
所
協

会
会
員

申
・
問

　
21
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
か

直
接
建
築
指
導
課
建
築
指
導
班

内
線
3
2
2
1
・
2
へ

て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目

　
ダ
イ
コ
ン
、
カ
ブ
、
ヒ

ラ
タ
ケ
、
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、
赤
カ
ブ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

4
日
㈮
〜
10
日
㈭
は
人
権
週
間

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち

　
育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心
〜

　
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
平
和

な
世
界
を
つ
く
る
た
め
、
昭
和
23
年

12
月
10
日
に
国
際
連
合
総
会
で
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ

れ
た
翌
年
か
ら
12
月
4
日
か
ら
10
日

ま
で
を
人
権
週
間
と
定
め
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
・
高
揚
を
図
る
た
め

の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て

お
り
、
市
で
も
街
頭
啓
発
な
ど
を
行

い
ま
す
。

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展
示

日
程
　
4
日
㈮
〜
10
日
㈭

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

人
権
相
談

　
毎
月
第
2
木
曜
日
に
市
役
所
で
、

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
差
別
や
い
じ
め
、
名
誉
棄
損
な
ど

日
常
生
活
の
中
で
、
こ
れ
は
人
権
問

題
で
は
と
感
じ
た
り
ど
こ
に
相
談
し

た
ら
い
い
か
困
っ
た
り
し
た
時
は
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

特
設
人
権
相
談
所

　
い
じ
め
や
親
子
・
夫
婦
・
扶
養
・

相
続
な
ど
の
家
庭
問
題
、
借
金
・
借

家
・
名
誉
・
信
用
・
差
別
・
い
や
が

ら
せ
な
ど
人
権
上
の
問
題
や
悩
み
ご

と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
4
日
㈮
〜
10
日
㈭
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）　
午
前
10
時
〜
午
後

4
時

場
所
　
千
葉
地
方
法
務
局
佐
倉
支
局

（
佐
倉
市
）

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

職
員

問
　
千
葉
地
方
法
務
局
佐
倉
支
局

☎
0
4
3
（
4
8
4
）
1
2
2
2

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
（
10
日
㈭
〜
16
日
㈬
）

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ

つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

み
ん
な
で
人
権
を
考
え

る
集
い
i
n
さ
か
え

　
北
総
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
と
佐
倉
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
で
は
「
人
権
週
間
」
に
合

わ
せ
て
、「
人
生
は
い
つ
も
青
春
！

感
動
、
感
謝
、『
生
き
る
』
っ
て
素

晴
ら
し
い
！
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
（
手
話
通
訳
あ
り
）。

日
時

　
5
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
3
時

30
分
（
開
場

　
午
後
0
時
30
分
）

場
所

　
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
文

化
ホ
ー
ル
（
栄
町
）

対
象

　
一
般

　
1
、
0
8
6
人
（
先

着
順
）　

講
師

　
俳
優

　
原
田
大
二
郎
さ
ん

入
場
料
　
無
料

問
　
栄
町
総
務
課
秘
書
人
事
班
　
☎

0
4
7
6
（
9
5
）
1
1
1
1

題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を

目
的
と
し
て
、平
成
18
年
6
月
に「
拉

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
「
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
拉
致
問
題
の
解
決
を
は
じ
め
と
す

る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
へ
の
対
処
が
国
際
社
会
を
挙
げ
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
　
法
務
省
人
権
擁
護
局
　
☎
0
3

（
3
5
8
0
）
4
1
1
1

　
市
で
は
、
市
民
活
動
の
活
性
化
と

市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
お
よ
び
新
た

に
市
民
活
動
を
実
施
し
よ
う
と
す
る

団
体
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
度
に
補
助
金
の

交
付
を
希
望
す
る
団
体
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
5
人
以
上
の
団
体
で
、

主
と
し
て
市
内
で
公
益
活
動
（
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
・
子
ど
も
の
健
全
育

成
・
環
境
の
保
全
を
図
る
活
動
な

ど
営
利
を
目
的
と
せ
ず
活
動
を
自
主

的
・
自
発
的
に
行
い
、
不
特
定
か
つ

多
数
の
者
の
利
益
の
た
め
に
行
う
活

動
）
を
行
う
設
立
3
年
未
満
の
団
体

※
設
立
予
定
の
団
体
を
含
み
ま
す
。

補
助
対
象
・
補
助
期
間
・
補
助
率
・

補
助
上
限
額

　
下
表
の
と
お
り

対
象
と
な
る
事
業

　
市
民
団
体
が
行

う
公
益
活
動
で
あ
っ
て
、
活
動
拠
点

が
市
内
に
あ
り
、
主
に
市
内
で
行
う

事
業

選
定
方
法

　
市
民
活
動
推
進
委
員
会

で
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

選
考
を
経
て
、
平
成
27
年
度
中
に
決
定

申
・
問

　
補
助
金
を
希
望
す
る
団
体

は
、
所
定
の
申
請
書
（
市
民
活
動
支

援
課
・
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類

を
添
え
て
、
1
月
29
日
㈮
ま
で
に
直

接
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支
援

班
　
内
線
3
1
5
2
へ

補助対象・補助率など

補助対象 補助
期間 補助率 上限額

これから設立し
ようとする団体

1年間

運営費の一
部および事
業経費の80
㌫

5万円

設立後3年未満
の団体 10万円

※相談は随時受け付けています。

市
民
活
動
を
応
援
し
ま
す
！

「
市
民
団
体
活
動
支
援
補
助
金
」

　
　
　
　
　
　
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

な
ど
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
　
印
西
警
察
署
地
域
課
　
☎
0
4

7
6
（
4
2
）
0
1
1
0

　
今
回
は
白
井
工
業
団
地
に
あ
る

「
サ
ン
レ
イ
工
機
株
式
会
社
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　
同
社
は
創
業
以
来
、
独
自
の
製
造

技
術
に
よ
る
印
刷
機
向
け
の
金
属

ロ
ー
ル
を
製
造
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
こ
の
独
自
技
術
を
活

用
し
次
世
代
素
材
の
カ
ー
ボ
ン
を
使

用
し
た
日
本
で
唯
一
の
カ
ー
ボ
ン

ロ
ー
ル
専
門
会
社
で
す
。

　
サ
ン
レ
イ
工
機
の
製
造
す
る
「
高

性
能
カ
ー
ボ
ン
ロ
ー
ル
」
の
活
躍
と

し
て
は
、
例
え
ば
皆
さ
ん
が
手
に
し

て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
薄
型

4
K
テ
レ
ビ
な
ど
の
液
晶
パ
ネ
ル
の

内
部
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
つ

非
常
に
薄
い
フ
ィ
ル
ム
が
何
層
に
も

張
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
シ
ワ

が
な
く
厚
み
が
均
一
の
薄
膜
フ
ィ
ル

ム
の
製
造
過
程
に
お
い
て
、
必
要
不

可
欠
な
軽
量
で
高
精
度
な
筒
状
の

ロ
ー
ル
の
部
分
で
す
。

　
そ
の
ロ
ー
ル
本
体
を
形
成
す
る
主

要
部
分
に
は
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
や
テ

ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
な
ど
に
使
用
さ
れ
て

い
る
カ
ー
ボ
ン
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
ー
ボ
ン
は
鉄
よ
り
も
強
く
ア
ル

ミ
よ
り
も
軽
い
た
め
、
ロ
ー
ル
に
す

る
と
た
わ
み
が
少
な
く
高
速
回
転
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生

産
性
が
向
上
し
コ
ス
ト
低
減
と
優
れ

た
耐
久
性
を
兼
ね
備
え
る
事
が
で
き

ま
す
。

　
今
年
の
11
月
に
は
日
本
の
も
の
づ

く
り
業
界
に
貢
献
し
た
企
業
に
贈
ら

れ
る
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
「
も
の
づ

く
り
日
本
大
賞
」
で
「
優
秀
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
カ
ー
ボ
ン
を
利
用
し
た
新
た
な
取

り
組
み
で
は
、
東
北
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
「
奇
跡
の
一
本
松
保
存
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
て
本
体
幹
芯
部
の
加
工
を

手
掛
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
自
動
車
レ
ー
ス

の
世
界
に
も
参
入
し
ま
し
た
。
エ
ン

ジ
ン
の
動
力
を
後
輪
に
伝
達
す
る
超

軽
量
カ
ー
ボ
ン
プ
ロ
ペ
ラ
シ
ャ
フ
ト

を
ス
ー
パ
ー
G
T
5
0
0
車
両
向
け

に
複
数
チ
ー
ム
に
供
給
し
、
供
給
先

の
チ
ー
ム
が
見
事
2
年
連
続
年
間

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　
代
表
の
津つ

は
ひ
ろ
か
ず

覇
浩
一
さ
ん
に
話
を
伺

う
と
「
弊
社
に
は
若
く
て
個
性
豊
か

な
人
材
が
多
く
在
籍
し
て
い
ま
す
。

常
に
新
し
い
技
術
を
身
に
つ
け
よ
う

と
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
社
内

グ
ラ
ン
ド
で
は
ス
ポ
ー
ツ
は
も
と
よ

り
、
花
見
や
暑
気
払
い
な
ど
、
お
客

様
や
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
て
い
ま
す
。
社
員
全
員
が

オ
ー
ル
ス
タ
ー
で
す
」
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
サ
ン
レ
イ
工
機
の
高
性
能
で
独
自

性
の
高
い
生
産
技
術
と
次
世
代
を
見

据
え
た
取
り
組
み
に
注
目
し
て
い
き

ま
す
。

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

内
線
3
2
4
1

発
見
!
白
井
の
仕
事
人   

　

〜
高
性
能
カ
ー
ボ
ン
ロ
ー
ル
で

　
　
日
本
の
高
機
能
フ
ィ
ル
ム
産
業
の
優
位
性
を
下
支
え
す
る
〜

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
レ
イ
工
機
株
式
会
社 33

小指で支えるられるほど軽いカーボ
ンロール

奇跡の一本松レプリカ

GTRチャンピオンカー

移動交番
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「
ひ
だ
ま
り
カ
フ
ェ
」

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

を
開
催
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
、
介
護
や
認
知
症
な
ど
の
相
談
も

で
き
る
カ
フ
ェ
を
左
表
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎

（
4
9
7
）
3
4
7
4

　

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

ご
み
を
搬
入
す
る
場
合

　
大
掃
除
や
引
っ
越
し
な
ど
で
一
度

に
多
量
の
ご
み
を
直
接
搬
入
す
る
場

合
の
年
末
の
搬
入
終
了
日
時
と
年
始

の
搬
入
開
始
日
時
は
次
の
と
お
り
で

す
。
年
末
年
始
の
ご
み
の
直
接
搬
入

は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の

搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
搬
入

車
輛
も
多
く
な
る
た
め
、
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
係
員
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

年
末
搬
入
終
了
日
時
　
12
月
30
日
㈬

午
後
4
時
ま
で

年
始
搬
入
開
始
日
時
　
1
月
4
日
㈪

午
前
9
時
か
ら

※
家
庭
ご
み
を
直
接
搬
入
す
る
に
は
、

搬
入
許
可
証
が
必
要
で
す
。
年
内
に

直
接
搬
入
を
希
望
す
る
人
は
、
12
月

28
日
㈪
ま
で
に
市
環
境
課
で
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
直
接
搬
入
す
る
場
合
は
分
別
を
徹

底
し
、
資
源
物
は
な
る
べ
く
ご
み
集

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

「燃やすごみ」「燃やさないごみ」
「資源物」の収集について
年末年始の燃やすごみなどの収集日

種類 収集曜日 年末最終
収集日

年始収集
開始日

燃やす
ごみ 毎週

月・木 28日㈪ 4日㈪
火・金 29日㈫ 5日㈫

燃やさ
ない
ごみ

毎月第
1・3の
各曜日

月 21日 4日
火 15日 5日
水 16日 6日
木 17日 7日
金 18日 8日

資源物 毎週

月 28日 4日
火 29日 5日
水 30日 6日
木 24日 7日
金 25日 8日

　
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
、
左
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
ご
み
は
き
ち

ん
と
分
別
し
、
午
前
8
時
30
分
ま
で
に
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
12
月
31
日
㈭
か
ら
1
月
3
日
㈰
は
、
ご
み
の
収
集
を
行
わ
な
い
た
め
集

積
所
へ
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
年
末
年
始
は
ご
み
の
量
が
多
い
た
め
収
集
が
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

積
所
へ
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
粗
大
ご
み
の
回
収
を
依
頼
す
る
場
合

　「
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
」
へ

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
年
末
年
始
は
申
し
込
み
が
混
み
合

う
と
と
も
に
12
月
29
日
㈫
か
ら
1
月

3
日
㈰
は
受
付
セ
ン
タ
ー
が
休
業
の

た
め
、
早
め
の
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
収
集
の
申
し
込
み
は
、
年
末
は
12

月
28
日
㈪
ま
で
、
年
始
は
1
月
4
日

㈪
か
ら「
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
」

☎
（
4
9
1
）
4
7
5
3
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く

　
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
は
、
粗
大
ご
み
受
付
セ

ン
タ
ー
が
指
定
し
た
収
集
日
に
指
定

し
た
排
出
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
市
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班

　
内
線
3
2
7
4
・
5
、
印
西

地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
印
西
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
班

　
☎
0
4
7

6
（
4
6
）
2
7
3
2

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　「
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が

流
行
す
る
ピ
ー
ク
は
、
お
お
む
ね
1

月
か
ら
2
月
で
す
。

　
冬
に
流
行
す
る
理
由
は
、
温
度
が

低
く
乾
燥
し
た
状
態
は
、
ウ
イ
ル
ス

が
長
生
き
で
き
、
乾
燥
し
た
冷
た
い

空
気
で
の
ど
や
鼻
の
粘
膜
が
弱
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
年
末
年
始
の
人
の
移
動
で 

ウ
イ
ル
ス
が
全
国
的
に
広
が
る
こ
と

も
原
因
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
常
で
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を
再
確

認
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
ポ
イ
ン
ト

●
外
出
後
は
、
う
が
い
と
手
洗
い
を

す
る

●
流
行
し
て
い
る
時
は
人
ご
み
へ
の

外
出
を
控
え
る

●
体
力
や
抵
抗
力
を
高
め
、
普
段
か

ら
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
栄
養
と
十
分
な

休
養
を
取
る

●
加
湿
器
を
活
用
す
る
な
ど
、
適
度

な
温
度
・
湿
度
を
保
つ

●
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
る

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
と
は

●
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
て
い
る
人
は

マ
ス
ク
を
着
用
す
る

●
咳
や
く
し
ゃ
み
の
際
は
テ
ィ
ッ
シ

ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
覆
い
、
他
人
か

ら
口
を
そ
む
け
て
、
で
き
る
限
り
1

〜
2
㍍
以
上
離
れ
る

●
鼻
水
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

は
す
ぐ
に
ご
み
箱
に
捨
て
る

●
咳
や
く
し
ゃ
み
を
手
で
押
さ
え
た

り
、
鼻
を
か
ん
だ
り
し
た
後
は
す
ぐ

に
手
を
洗
う

問
　
健
康
課
保
健
予
防
班

　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

保

健

師

で

す

3
歳
児
健
診
は
約
97
㌫
が
受
診
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
市
が
行
っ
て

い
る
女
性
の
が
ん
検
診
受
診
率
に
つ

い
て
は
、
20
歳
以
上
対
象
の
子
宮
頸

が
ん
検
診
は
27
・
4
㌫
、
30
歳
以
上

対
象
の
乳
が
ん
検
診
は
35
・
2
㌫
で

し
た
。

　
職
場
で
受
け
て
い
る
人
も
い
る
の

で
、
実
際
に
は
も
う
少
し
多
く
の
人

が
受
診
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

子
ど
も
の
健
診
受
診
率
や
、
欧
米
の

が
ん
検
診
受
診
率
70
〜
80
㌫
と
比
べ

て
も
か
な
り
低
い
値
で
す
。

　
子
ど
も
の
健
康
は
親
の
健
康
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
で
す
。

「
若
い
か
ら
、
忙
し
い
か
ら
」
と
言

わ
ず
、
大
切
な
子
ど
も
や
家
族
の
た

め
に
自
分
の
体
を
も
っ
と
も
っ
と
大

切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
の
が
ん
検
診
は
、
毎
年
4
月
に

そ
の
年
度
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
市
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

保
健
師

　
篠
田
亮
子

　
今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
も
あ
と
1
枚

に
な
り
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
、
も

う
す
ぐ
平
成
27
年
も
終
わ
り
で
す
。

　
大
人
に
と
っ
て
は
あ
っ
と
い
う
間

の
1
年
で
も
、
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
大
変
な
1
年
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
で
も
、
頑
張
っ
て
育
児
し
た
か
ら

こ
そ
、
子
ど
も
が
す
く
す
く
元
気
に

大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
た
ま
に
は
自
分
を
褒
め
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
子
ど
も
だ
け

で
な
く
自
分
自
身
も
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
子
育
て
で
忙
し
い
と
自
分
の
こ
と

は
後
回
し
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
で

す
。
か
な
り
体
調
が
悪
け
れ
ば
病
院

へ
行
く
で
し
ょ
う
が
、
検
診
を
受
け

て
い
る
人
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
で

し
ょ
う
。

　
子
ど
も
の
1
歳
6
ケ
月
児
健
診
や

家
族
の
た
め
に

　
〜
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

　
　
　
　
自
分
の
体
を
も
っ
と
大
切
に
〜

材料（2人分）カボチャ 1/8個（約150㌘）、ニンニク１かけ、塩
ひとつまみ、粗びき黒コショウ少々、オリーブオイル小さじ１
作り方①カボチャは半分に切り、５㍉の厚さにスライスする。
ニンニクも薄くスライスする。
②耐熱皿に①のカボチャを並べ、ラップをし、500㍗で約3分加熱する。
③フライパンにオリーブオイルを入れ、ニンニクを軽く炒め香りを出す。②のカボチャ
を重ならないように並べてふたをし、両面焼く。
④皮の部分が柔らかくなったら、塩と粗びきコショウで味を調える。
栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　今年の冬至は22日です。この日は昼の長さが一年の中で一番短かい日です。寒さも
厳しくなる季節ですので、昔から冬至には栄養豊富なカボチャを食べて風邪などの病
気を予防するための賢人の知恵とされています。地方によっては冬至の日に「ん」の
付く食べ物を食べると縁起が良いとされており「レンコン」「ニンジン」「ギンナン」「キ
ンカン」「寒天」「うどん」「南京（ナンキン）＝カボチャ」はこの時期の縁起の良い物
として食べられています。今回紹介する料理では、カボチャの甘みとニンニクの風味
で緑黄色野菜がたっぷりと食べられます。電子レンジを活用し、短時間で作ることが
できますので、今年の冬至メニューにいかがでしょうか。
1人当たりの栄養価　90㌔㌍　緑黄色野菜75㌘

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ カボチャの
ガーリックソテー

カボチャのガーリックソテー

【
県
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
】

こ
こ
ろ
の
健
康
市
民
講
座

L
G
B
T
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　「
ダ
ブ
ル
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
〜
L
G
B

T
（
性
同
一
性
障
害
な
ど
）・
性
の

多
様
性
（
と
も
に
生
き
る
）
〜
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
25
日
㈮
　
午
後
2
時
〜
4
時

場
所
　
県
印
旛
合
同
庁
舎
（
佐
倉
市
）

対
象
　
白
井
市
を
含
む
印
旛
郡
市
に

在
住
・
在
勤
の
人
　
1
0
0
人
（
申

し
込
み
順
）

講
師
　
東
京
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
イ
ド

共
同
代
表

　
杉
山
文
野
さ
ん
ほ
か

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
参
加
人
数
、
講
師
へ
の
質
問
を

12
月
11
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
課

　
☎
0
4
3
（
4
8
3
）

1
1
3
6
・

0
4
3
（
4
8
6
）

2
7
7
7
へ

遺
伝
相
談

　
遺
伝
性
疾
患
や
染
色
体
異
常
に
関

す
る
疑
問
、
結
婚
、
出
産
に
つ
い
て

悩
み
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
専
門
医

に
よ
る
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
18
日
㈮

　
午
後
1
時
〜
5
時

場
所

　
市
川
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費

　
無
料

※
申
し
込
み
時
に
家
族
構
成
な
ど
を

聞
き
ま
す
。

申
・
問

　
電
話
で
千
葉
県
市
川
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
課
　
☎

0
4
7
（
3
7
7
）
1
1
0
2
へ

　平成27年度千葉県口腔保健大会
が11月8日に千葉県口腔保健セン
ターで行われ、高野台歯科（冨士）
の北田岳彦歯科医が「口腔保健事業
功労者表彰（千葉県知事表彰）」を
受賞しました。
　これは、市歯科医・学校歯科医と
しての歯科健診など多年にわたり
歯科保健の向上に尽力されたこと
が認められたものです。
■問　健康課保健予防班
☎（497）3495

口腔保健事業功労者表彰を受賞
日程表

日時 場所 参加費 内容

ひだまり
カフェ

5日㈯　
10:00 ～
15：00

特別養護老人ホ
ームアンスリー
ル内（神々廻）

200円
（飲食代）

餅つき、喫茶、演奏会
など

オレンジ
カフェ

13日㈰　
12：00 ～
15：00

白井駅前セン
ター

200円
（飲み物代）

シンガー小松一騎＆ピア
ニスト眞間麻美クリスマ
スライブ、喫茶、軽食など

※「ひだまりカフェ」は送迎もできますので問い合わせてください。

　血液の不足が続い
ています。
　皆さんの協力をお
願いします。

日時　28日㈪　午前10時～ 11時45分、
午後1時～ 4時
場所　市役所1階ロビー
■問　健康課健康づくり推進班
☎（497）3494

献血のお知らせ



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

子

育

て

駅  

ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん

　
ボ
ー
ル
遊
び
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
手
形
・
足
形
と

り
や
身
長
・
体
重
測
定
も
行
い
ま
す
。

日
時
　
2
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時

対
象
　
生
後
6
カ
月
か
ら
1
歳
未
満

ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者
（
自
由
参

加
）桜  

お
は
な
し
会

　
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
「
お
は
な

し
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
よ
る
絵
本
や
紙

芝
居
の
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
2
日
、
1
月
6
日
、
2

月
3
日
、
3
月
2
日
（
各
水
曜
日
）

午
前
11
時
30
分
〜

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
（
自

由
参
加
）

冨  

親
子
＆
い
ち
ご

　
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
遊
ん

だ
後
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
9
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
市
内
在
住
の
生
後
2
カ
月
か

ら
未
就
園
児
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護

者
　
40
組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨
士

セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ベ
イ
ビ
ー
タ
イ
ム

　
サ
ン
タ
さ
ん
の
パ
ペ
ッ
ト
作
り
や

洋
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
、
茶
話
会
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
16
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
生
後
2
か
ら
6
カ
月
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者
　
15
組
（
申
し
込

み
順
）　

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト
、

飲
み
物
（
保
護
者
用
）

参
加
費
　
1
5
0
円
（
材
料
費
ほ
か
）

申
　
11
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

西  

親
子
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

　
茶
話
会
で
「
ホ
ッ
」
と
一
息
つ
き

ま
せ
ん
か
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て

「
紙
筒
サ
ン
タ
」
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
17
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
子
育
て
中
の
保
護
者
（
自
由

参
加
）

参
加
費
　
1
0
0
円
（
茶
菓
代
ほ
か
）

公  

な
か
よ
し
タ
イ
ム

　
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
21
日
㈪
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
2
0
0
円
（
プ
レ
ゼ
ン
ト

代
）

申
　
17
日
㈭
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

子

ど

も

冨  

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
ゲ
ー
ム
を
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換

を
し
た
後
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を

食
べ
よ
う
。

日
時

　
19
日
㈯

　
午
前
9
時
30
分
〜

正
午

対
象

　
小
学
生

　
16
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物

　
3
0
0
円
相
当
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
上
履
き
、
飲
み
物

参
加
費
　
3
0
0
円
（
ケ
ー
キ
代
）

申
　
13
日
㈰
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

西  

レ
ッ
ツ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の
定
番
「
ブ

ッ
シ
ュ
ド
ノ
エ
ル
」
を
作
ろ
う
。

日
時
　
19
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
　
12

組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
布
巾
2
枚
、
上
履
き
、
飲
み
物

講
師

　
日
本
製
粉
㈱
ク
ッ
キ
ン
グ
パ

ー
ト
ナ
ー

　
佐
藤
加
代
子
さ
ん

参
加
費

　
7
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
13
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

西  

レ
ク
ホ
ー
ル
開
放

　
友
達
や
家
族
と
一
緒
に
、
み
ん
な

で
体
を
動
か
し
て
遊
ぼ
う
。

日
時

　
20
日
㈰

　
午
後
1
時
〜
3
時

対
象

　
18
歳
未
満
の
子
（
自
由
参
加
）

※
未
就
学
児
は
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

持
ち
物

　
上
履
き
、
飲
み
物

公  

書
き
初
め
教
室

　
冬
休
み
の
宿
題
の
定
番
「
書
き
初

め
」
を
一
緒
に
仕
上
げ
よ
う
。

日
時

　
25
日
㈮

　
①
午
前
10
時
〜
11

時
　
②
午
前
11
時
〜
正
午

対
象

　
①
小
学
1
〜
3
年
生

　
②
小

学
4
〜
6
年
生

　
各
回
15
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
習
字
道
具
、
上
履
き
、
飲

み
物
、
書
き
初
め
の
宿
題
が
あ
る
人

は
課
題
一
式

申
　
21
日
㈪
ま
で
に
希
望
の
回
を
電

話
か
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

　市では「いじめ防止基本方針」のもと、「いじめは絶対に許されない」「いじめは卑
ひきょう

怯な
行為である」「いじめはどの子どもにも、どの学校でも起こりうる」という意識を持ち、全
ての児童生徒が安心して学校生活を送ることができ、学校の内外を問わずいじめが行われ
ることのないよう小・中学校でさまざまな取り組みを行っています。
　特に6月と12月は「いじめ防止強化月間」と位置付け、集中していじめ防止に関わる取り
組みを実施し、いじめの未然防止や早期発見・早期対応に努めています。地域や家庭でも、
いじめ根絶に向けて今後も見守りをお願いします。
《これは、いじめ？》
　いじめを行っているという自覚がなく、冷やかしやいたずら、からかいなど、遊びのつ
もりで行っていることも受けている側がいじめられていると感じ、当該児童生徒の間に大
きな認識の差が生じる場合もあります。逆に、いじめを受けている児童生徒が仲間集団か
らの排除や報復を恐れ、その事実を隠すこともあります。
　学校では個々の行為が「いじめ」に当たるか否かは、表面的・形式的にとらえることなく、
いじめを受けている児童生徒の立場に立って判断しています。
《まわりの大人にも役割があります》

■問　学校教育課指導班　内線3421・2・5・6

いじめで困ったときは迷わず相談を！

●市教育相談室　☎（492）2301　平日の8：30 ～ 17：15
●千葉県子どもと親のサポートセンター（24時間対応）
　☎0120（415）446・{ saposoudan@chiba-c.ed.jp
●ヤングテレホン（千葉県警察少年センター）
　☎0120（783）497　平日の9：00 ～ 17：00
●子どもの人権110番（千葉地方法務局人権
　擁護課）
　☎0120（007）110　平日の8：30 ～ 17：15

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
4
ク
ラ
ブ
合
同

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
会

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
に
よ
る
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
興
味
の
あ
る
人
は

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
各
ク
ラ
ブ
の
新
規
会
員
受
け
付
け

も
行
い
ま
す
。

日
時

　
5
日
㈯

　
午
後
0
時
30
分
〜

5
時

場
所
　
池
の
上
小
学
校
体
育
館

対
象
　
各
ク
ラ
ブ
会
員
登
録
者
お
よ

び
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
興
味
の
あ
る
人

（
自
由
参
加
）

持
ち
物
　
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物

プラネタリウム館
～～～子子どどどももクククリリリスススママママススススアアアワワワーー 22001155 ～～～
　プラネタリウム館では、図書館と共催で「今晩の星空の紹介」と「ク
リスマスの楽しいお話し会」を開催します。
　プレゼントを持ったサンタさんもやってきます。
日程　13日㈰
時間　①11：00～　②12：00～　③13：30～
場所　プラネタリウム館ドーム
定員　各回86人（先着順）
料金　市内　大人210円、子ども100円
市外　大人320円、子ども160円
※券売は、3階窓口で各回開演30分前から
開始します。
■問　プラネタリウム館　☎（492）1125

参
加
費

　
無
料

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4

運
動
公
園
「
ワ
ン
デ
ー

レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス

マ
ッ
チ
」

　
ダ
ブ
ル
ス
の
試
合
を
行
い
ま
す
。

初
心
者
で
も
楽
し
め
ま
す
の
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
16
日
㈬

　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
（
雨
天
中
止
）

対
象

　
18
歳
以
上
の
女
性
ペ
ア

　
20

組
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
6
組
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

9
日
㈬
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
1
組
2
、
5
0
0
円
（
保

険
代
ほ
か
）

申
・
問

　
13
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
運
動
公
園
☎
（
4
9
7
）
0
2
2

2
へ

サンタさんからプレゼントが
もらえるよ

サンタさんのパペット

（保護者の役割）
・保護者は、当該児童等をいじめから保護する。
・保護者は、いじめが許されない行為であることを児童等に理解させ、いじめを行わな
いよう、必要な指導を行うよう努める。
・保護者は、学校が講ずるいじめの防止等のための措置に協力するよう努める。
（県民の役割）
・県民は、いじめを発見した場合、又はいじめの疑いがあると認められる場合には、市
町村、学校その他の関係者に情報を提供するよう努める。

千葉県いじめ防止対策推進条例一部要約（平成26年4月1日施行）

12月は「白井市いじめ防止強化月間」です

ブッシュドノエルを作ろう♪

白井市いじめ対策調査会を行いました
　10月15日に平成27年度定例会議を行いました。
　この調査会は学識経験者1人、臨床心理士2人、医
師1人、弁護士1人の5人で構成され、市のいじめの防
止などに関する事項について調査審議するものです。
　今回は、昨年度から今年度前期までのいじめの状
況報告やいじめ防止
対策の取組状況とそ
の点検結果について
審議を行い、委員か
ら多くの貴重な意見
をいただきました。 いじめ対策調査会の様子
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募
集
・
伝
言
板

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
定期的に実施されている児童館事業などは、
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

イ

ベ

ン

ト

◆
ミ
ニ
交
流
会
「
ス
リ
ラ
ン
カ
と
コ

ス
モ
ス
奨
学
金
の
お
話
」

　
日
本
滞
在
10
年
に
な
る
ス
リ
ラ
ン

カ
人
の
サ
ジ
ー
ワ
ニ
ー
さ
ん
、
メ
ル

ヴ
ィ
ン
さ
ん
夫
婦
を
招
き
、
ス
リ
ラ

ン
カ
の
歴
史
や
文
化
、
生
活
習
慣
に

つ
い
て
日
本
語
で
講
演
し
ま
す
。

　
2
人
は
貧
困
に
よ
り
勉
学
に
困
難

を
抱
え
て
い
る
ス
リ
ラ
ン
カ
学
生
の

た
め
の
支
援
団
体
「
コ
ス
モ
ス
奨
学

金
」
を
運
営
し
、
そ
の
活
動
紹
介
も

あ
り
ま
す
。

日
時
　
5
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
4
時

場
所
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
　
対
象
　
一
般
　
80
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
　
白
井
国
際
交
流
協
会
事
務
局
・

 ifas@
bz04.plala.or.jp

◆
写
真
展
　「
沖
縄
戦
争
と
基
地
」

　
70
年
前
の
太
平
洋
戦
争
で
、
国
内

最
大
の
地
上
戦
と
な
っ
た
沖
縄
の
記

録
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
8
日
㈫
〜
15
日
㈫
　
場
所
　

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　
白
井
平
和
委
員
会

　
池
川
☎

（
4
9
1
）
0
5
0
3

◆
白
井
の
自
然
を
考
え
る
会

①
冬
の
野
鳥
観
察
会

　
冬
の
渡
り
鳥
が
や
っ
て
く
る
七
次

調
整
池
の
周
辺
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
　
12
日
㈯
　
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）　  

集
合
場

所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

　
参
加

費
　
1
0
0
円
（
保
険
代
）

②
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　「
北
総
の
四
季
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
自
然
環
境
の
作
品
の
ほ
か
、
地
域

行
事
や
子
ど
も
の
活
動
な
ど
屋
外
で

撮
影
し
た
作
品
も
募
集
し
ま
す
。

応
募
規
定
　
1
人
2
作
品
ま
で
（
2

L
サ
イ
ズ
、
カ
ラ
ー
・
白
黒
ど
ち
ら

で
も
可
で
、
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
）

※
審
査
の
概
要
や
展
示
期
間
な
ど
は

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
①
は
電
話
で
、
②
は
1
月

10
日
㈰
ま
で
に
規
定
の
応
募
用
紙
か

任
意
様
式
に
タ
イ
ト
ル
、
撮
影
場
所
、

撮
影
日
、
撮
影
者
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
た
も
の
を
応
募

写
真
の
裏
に
貼
り
、
郵
送
（
必
着
）

で
〒
2
7
0
―
1
4
2
4

　
白
井
市

堀
込
1
―
5
―
2
―
1
0
4

　
白
井

の
自
然
を
考
え
る
会
　
山
口
☎
（
4

9
1
）
9
2
9
1
へ

◆
白
井
市
郷
土
史
の
会
講
演
会

　「
ど
ろ
め
ん
こ
」
の
テ
ー
マ
で
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
12
日
㈯
　
午
後
0
時
30
分
〜

2
時
30
分
　
場
所
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
講
師
　
小
林
茂
会

員
　
参
加
費
　
2
0
0
円
（
資
料
代

ほ
か
）

問
　
小
木
曽
☎
（
4
9
1
）
1
9
7
9

◆
が
ん
に
関
す
る
講
演
会
＆
患
者
サ

ロ
ン

　「
医
療
用
麻
薬
の
正
し
い
使
い
方
」

の
講
演
会
と
、
が
ん
患
者
や
家
族
が

体
験
し
た
こ
と
を
語
り
合
う
こ
と
が

で
き
る
「
患
者
サ
ロ
ン
（
お
し
ゃ
べ

り
会
）」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
12
日
㈯
　
講
演
会
　
午
後
1

時
〜
1
時
50
分
　
患
者
サ
ロ
ン
　
午

後
2
時
〜
3
時
　
場
所
　
日
本
医
科

大
学
千
葉
北
総
病
院
災
害
研
修
セ
ン

タ
ー
（
印
西
市
）　
講
師
　
日
本
医

科
大
学
千
葉
北
総
病
院
薬
剤
部
　
下

川
陽
子
薬
剤
師
　
対
象
　
が
ん
患
者

と
そ
の
家
族
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
日
本
医
科
大
学
千

葉
北
総
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
0
4
7
6
（
9
9
）
2
0
5
7

（
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）
へ

◆
や
お
ぱ
ぁ
く
感
謝
祭

　
地
元
野
菜
の
特
売
や
自じ

ね
ん
じ
ょ

然
薯
と
ろ

ろ
そ
ば
の
販
売
の
ほ
か
、
餅
つ
き
の

実
演
と
体
験
、
雑
煮
、
き
な
こ
餅
、

あ
ん
こ
餅
、
焼
き
そ
ば
な
ど
の
模
擬

店
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
13
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
　
場
所
　
J
A
西
印
旛
農
産
物

直
売
所
「
や
お
ぱ
ぁ
く
」

問
　
J
A
西
印
旛
農
産
物
直
売
所
「
や

お
ぱ
ぁ
く
」
☎
（
4
9
8
）
2
0
0
7

◆
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
大
学
の
ク
ワ
イ
ア
（
聖
歌
隊
）
や

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
に
よ
る
「
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま

す
。

　
ど
な
た
で
も
事
前
申
し
込
み
な
く

参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
18
日
㈮
　
午
後
7
時
〜
　
場

所
　
東
京
基
督
教
大
学
チ
ャ
ペ
ル

（
印
西
市
）　
入
場
料
　
無
料

問
　
東
京
基
督
教
大
学
教
会
音
楽
ア

カ
デ
ミ
ー
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
1

1
3
1

◆
動
物
ふ
れ
あ
い
広
場

　
犬
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
命
の
大

切
さ
や
動
物
を
大
事
に
す
る
心
を
育

て
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
19
日
㈯
、
3
月
5
日
㈯

午
前
10
時
〜
　
場
所
　
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
東
葛
飾
支
所
（
柏
市
）　
対

象
　
近
隣
の
小
学
生
ま
で
の
子
と
そ

の
保
護
者
　
各
20
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
参
加
者
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
と
学
年
を

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
支
所
☎

0
4
（
7
1
9
1
）
0
0
5
0
へ

◆
冬
の
星
空
を
観
察
し
よ
う
！

　
冬
の
星
座
を
順
番
に
つ
な
い
で
、

「
冬
の
大
六
角
形
」
を
発
見
し
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
1
月
9
日
㈯
　
午
後
6
時
〜

8
時
30
分
　
場
所
　
千
葉
県
立
手
賀

の
丘
少
年
自
然
の
家
（
柏
市
）　
対

象
　
親
子
・
一
般
　
50
人
（
申
し
込

み
順
）　
参
加
費
　
1
人
2
0
0
円

（
豚
汁
代
）

申
・
問

　
12
月
9
日
㈬
の
午
前
9
時

か
ら
電
話
で
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少

年
自
然
の
家
☎
0
4
（
7
1
9
1
）

1
9
2
3
へ

◆
働
き
た
い
高
齢
者
の
た
め
の
講
習
会

　
55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
登
録
が
済
ん
で
い
る
人
を
対
象
と

し
た
無
料
講
習
会
で
す
。
応
募
方
法

な
ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
員
養
成
講
習
】

日
時
　
1
月
8
日
㈮
〜
26
日
㈫
（
9

日
間
）　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所
　
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
定

員
　
40
人
　
応
募
締
め
切
り
　
12
月

10
日
㈭

【
技
術
職
の
た
め
の
初
級
パ
ソ
コ
ン

講
習
】

日
時
　
①
1
月
12
日
㈫
〜
20
日
㈬

②
1
月
27
日
㈬
〜
2
月
4
日
㈭
　
③

1
月
28
日
㈭
〜
2
月
5
日
㈮
（
各
7

日
間
）　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5

時
　
場
所
　
①
・
②
I
S
A
パ
ソ
コ

ン
ス
ク
ー
ル
柏
校
　
③
I
S
A
パ
ソ

コ
ン
ス
ク
ー
ル
津
田
沼
校
　
定
員
　

①
・
②
各
10
人

　
③
20
人

　
応
募
締

め
切
り

　
12
月
10
日
㈭

【
介
護
職
員
基
礎
講
習
】

日
時

　
①
1
月
4
日
㈪
〜
12
日
㈫

②
2
月
1
日
㈪
〜
8
日
㈪
（
各
5
日

間
）　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
場

所
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
船
橋
第
1
庁
舎

定
員
　
各
40
人
　
応
募
締
め
切
り
　

①
12
月
21
日
㈪
　
②
1
月
18
日
㈪

問
　
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
☎
0
4
3
（
2
2
7
）
5
1
1
2

◆
太
極
拳
サ
ー
ク
ル
「
蓮
」
会
員
募
集

　
発
足
し
た
ば
か
り
の
サ
ー
ク
ル
で

す
。
中
国
の
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、

ゆ
っ
た
り
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
太
極
拳
は
心
身
を
健
康
に
し
、
全

身
の
強
化
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

日
時

　
月
曜
日
（
月
2
回
）　
午
後

0
時
20
分
〜
1
時
50
分
　
場
所
　
公

民
セ
ン
タ
ー

問
　
菅
野
☎
0
5
0
（
5
2
7
4
）

2
6
3
7

趣
味
・
教
養
・
学
習

桜  
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
「
ケ

ン
ズ
カ
フ
ェ
」

　
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
、
コ
ー
ヒ

ー
と
紅
茶
（
1
杯
50
円
）
で
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
を
桜
台
セ
ン
タ
ー
で

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
9
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時公  

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
講
座

　
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
雪
だ
ま
る
や

ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
、
ペ
ン

ダ
ン
ト
ト
ッ
プ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
11
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
一
般
　
8
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
ル
ー
ジ

井
田
記
代
さ
ん

参
加
費
　
8
0
0
〜
2
、0
0
0
円

（
作
る
も
の
に
よ
り
材
料
費
が
変
動
）

申
　
9
日
㈬
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

コ  

小
さ
な
ナ
イ
フ
で
野

菜
を
彩
る
「
初
級
カ
ー

ビ
ン
グ
講
座
」

　
専
用
ナ
イ
フ
を
使
用
し
て
行
う
、

タ
イ
伝
統
工
芸
「
カ
ー
ビ
ン
グ
」
で

身
近
に
あ
る
野
菜
を
彫
刻
し
、
日
常

の
食
卓
を
彩
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
11
日
㈮
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
一
般
　
8

人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
ベ
ジ
タ
ブ
ル
ア
ー
ト
協
会
　

吉
原
美
智
子
さ
ん

持
ち
物
　
持
ち
帰
り
用
の
袋
か
タ
ッ

パ
ー
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、
ハ
サ
ミ
、

ペ
テ
ィ
ナ
イ
フ
（
包
丁
も
可
）

参
加
費

　
1
、
0
0
0
円
（
カ
ー
ビ

ン
グ
用
ナ
イ
フ
代
、
材
料
費
）

申
　
2
日
㈬
の
午
前
9
時
か
ら
参
加

費
持
参
の
上
、
直
接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

◆
社
交
ダ
ン
ス
会
員
募
集

　
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
ダ
ン
ス
で
生

き
生
き
と
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　
見
学
は
随
時
す
る
こ
と
が
で
き
、

体
験
は
月
2
回
ま
で
無
料
で
す
。

日
時

　
初
級
サ
ー
ク
ル
「
あ
げ
は
」

毎
週
金
曜
日

　
午
後
7
時
30
分
〜
8

時
50
分
、
毎
週
土
曜
日

　
午
後
3
時

〜
4
時
50
分
　
中
級
サ
ー
ク
ル
「
さ

く
ら
ん
ぼ
」　
毎
週
土
曜
日
　
午
後

7
時
〜
8
時
50
分
　
場
所
　
冨
士
セ

ン
タ
ー
　
講
師
　
公
益
社
団
法
人
全

日
本
ダ
ン
ス
協
会
連
合
会
認
定
ダ
ン

ス
教
師
　
河
村
み
わ
子
さ
ん
　
入
会

金
　
1
、
5
0
0
円
　
月
会
費
　
3
、

6
0
0
円

問
　
新
堀
☎
0
8
0
（
3
4
7
0
）

4
3
8
7

◆
七
次
台
学
童
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
入

所
説
明
会

　
平
成
28
年
度
の
入
所
希
望
者
お
よ

び
入
所
を
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
13
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
七
次
台
学
童
わ
く
わ
く
ラ
ン

ド
（
七
次
台
小
学
校
敷
地
内
）

問
　
七
次
台
学
童
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

☎
（
4
9
2
）
6
6
3
0
（
平
日
の

午
後
1
時
〜
6
時
）

◆
南
山
学
童
保
育
所
指
導
員
募
集

　
放
課
後
や
休
校
日
の
児
童
の
保
育

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
指
導
員
を
募
集
し

ま
す
。

　
勤
務
日
時
や
各
種
手
当
、
応
募
方

法
な
ど
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

募
集
人
数
　
専
任
指
導
員
（
週
5
日
）

2
人
　
勤
務
場
所
　
南
山
学
童
保
育

所
（
南
山
小
学
校
内
）

※
保
育
士
や
教
員
免
許
保
有
者
、
学

童
指
導
員
経
験
者
を
歓
迎
し
ま
す
。

問
　
南
山
学
童
保
育
所
☎
（
4
9
2
）

5
4
7
7
（
平
日
の
正
午
〜
午
後
3

時
）

駅  

安
心
し
て
話
が
で
き

る
心
の
居
場
所「
ハ
ー
ト
」

　
20
か
ら
30
歳
代
ま
で
の
ひ
き
こ
も

り
で
悩
ん
で
い
る
人
や
家
族
の
皆
さ

ん
、
ど
な
た
で
も
一
度
来
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
11
日
㈮
　
午
後
3
時
〜
4
時

30
分

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

桜  

女
の
ア
フ
タ
ー
6
シ
ッ
ク
ス

講
座
「
ウ
ク
レ
レ
に
挑

戦
！
一
曲
弾
き
語
り
」

　
冬
に
ア
ロ
ハ
な
ウ
ク
レ
レ
に
挑
戦

し
ま
せ
ん
か
。

　
初
め
て
さ
ん
も
不
器
用
さ
ん
も
一

曲
弾
き
語
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

※
ウ
ク
レ
レ
は
用
意
し
ま
す
の
で
、

手
ぶ
ら
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

日
時

　
1
月
15
日
㈮

　
午
後
7
時
〜

8
時
30
分

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

10
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
ギ
タ
ー
・
ウ
ク
レ
レ
サ
ー
ク

ル
主
宰
　
井
上
栄
次
さ
ん

申
　
12
月
25
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

カービングに挑戦しませんか

雪だるまとクリスマスツリー

2015.12.17
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古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

■定例教育委員会議
（14：00 ～市役所）
■脳の元気度測定
（10：00 ～ 11：30保健
福祉センター）

□心配ごと相談
※弁護士来所
□障害者就労相談

■人権相談（13：00
～ 16：00市役所）

□心配ごと相談 ■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

6 7 8 9 10 11 12
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）

■中小企業経営なん
でも相談（14：00 ～
17：00公民センター）

□心配ごと相談
□障害者就労相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□女性生き生き相談
□こころの相談（医師）

□心配ごと相談
■ニート引きこもり
相談会（18：20 ～ 21：
00保健福祉センター）

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

13 14 15 16 17 18 19
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）
■自転車リサイクル
デー（10：00 ～ 12：00
市役所庁舎内駐車場）

■年金・労働相談
（10：00 ～ 15：00市役
所）

□心配ごと相談
※相続・税務相談
□障害者就労相談
■住宅リフォーム無
料相談会（13：00 ～
16：00市役所）
□こころの相談（精
神保健福祉士）

■行政相談（13：00
～ 16：00市役所）

□心配ごと相談
※弁護士来所

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

20 21 22 23 24 25 26
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）

■心配ごと相談出張
相談（10：00 ～ 15：00
福祉センター）
■どんぐり広場子育
て相談(10：30 ～ 12：
00保健福祉センター）

■千葉県よろず支援
拠点サテライト経営
相談・完全予約制
（10：00 ～ 16：00白井
工業団地産業振興セ
ンター）

【天皇誕生日】 □女性生き生き相談
□交通事故相談
■夜間窓口納付と納
税相談（17：15 ～
20：30市役所）

□心配ごと相談
□木造住宅無料耐震
診断相談

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

27 28 29 30 31
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）
■休日窓口納付と納
税相談（9：00 ～
12：00市役所）

■官庁仕事納め ■年末歯科診療
（9：00 ～ 12：00富塚歯
科医院☎491-1500）

文化会館 ☎(492)1121

プラネタリウム館 ☎(492)1125

乳幼児健診
健康課母子保健班☎(497)3495

日 程 時　間 場　　所

4日㈮ 11:00 ～ 12:30 冨士センター

16日㈬
10:00 ～ 11:30

西白井複合センター

17日㈭ 保健福祉センター

対象　市内在住者　内容　健康に関する相談に保健師、看護師が対
応（血圧測定、体脂肪率測定、腹囲測定が可能）
※電話や健康課窓口での相談も随時受け付けます。17日㈭は食事や
栄養について栄養士に相談したり、子どもの身長や体重を測定する
ことができます。

健康相談
健康課健康づくり推進班☎(497)3494

日 程 場所 受付時間 対　　象

4カ月育児相談
8日㈫

○保
9:30 ～ 10：00

27年7月生まれの人には個人通知
18日㈮ 13：15 ～ 13：45

かみかみ教室
 25日㈮ ○保 9:45 ～ 10:00 27年2月生まれの人には個人通知

1歳6カ月児健康診査
11日㈮

○保 13:15 ～ 13:45 26年5月生まれの人には個人通知
22日㈫

2歳児歯科健康診査
16日㈬ ○保 13:15 ～ 13:45 25年6月生まれの人には個人通知

3歳児健康診査
 1日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 24年6月生まれの人には個人通知
 4日㈮

※場所の○保は総合保健センター（保健福祉センター 2階）です。
　該当すると思われる人で通知のないときは問い合わせてください。

開催日 ホール 催し物名 開演 入場料 問い合わせ

5日㈯ かおり 文化祭授賞式 10：30 無 料 文化課
☎(492)1123

6日㈰

なし坊
ＶＩＶＡＣＥ
Ｘ’ｍａｓハンドベ
ルコンサート

14：00    無 料 本屋
☎090(9325)3441

かおり

自主事業　風の五重
奏団と仲間たち
バイオリンとピアノ
のコンサート

14：00

全席自由
高校生以上
1,500円
65歳以上
1,000円
小・中学生
500円
未就学児
無料

文化会館
☎(492)1121

12日㈯ なし坊
ＳＩＮＣＳ　クリス
マス・チャリティ・
コンサート2015

14：00 全席自由
999円

平田
☎080(4727)8718

16日㈬ かおり デジタル講習会 10：00
14：00 無 料

㈱エヌ・アイ・
エス
☎(491)5525

18日㈮ かおり

医療市民講座　腰痛
予防について「運
動って効果あります
か？」

14：00 無 料
白井聖仁会病院
尾形
☎(491)3111

19日㈯ かおり ミドレ音楽祭室内楽
演奏会

9：45
13：30
18：00

無料 大久保
☎(491)3939

20日㈰
なし坊 第23回吉本音楽学院

ピアノ発表会 9：50 無料 吉本
☎(492)2230

かおり ピアノ発表会（クリ
スマスコンサート） 14：00 無料 奥谷

☎04(7139)8223
※主催者の都合により中止・延期になる場合があります。

各　種　相　談

図書館 ☎(492)1122

項　目 日　時 内　容 対　象 場 所

おはなし
かい

2日・9日・16
日（各水曜日）
15：30 ～

絵本の読み聞
かせなど

一人でお話を
聞ける子ども

おはなしの
へや

親子おは
なしかい

16日㈬
11：00 ～

わらべうた、
絵本の読み聞
かせなど

市内在住の小
学校未就学児
とその保護者

朗読の会
「もえぎ」
による朗
読会

4日㈮
13：30 ～ 大人向けの文

学作品の朗読
一般 2階

研修室

クリスマ
スおはな
しかい

13日㈰
11：00、12：00、
13：30

クリスマスおはなしかいは、プラネタリ
ウム館の「子どもクリスマスアワー」の
中で行います。
※プラネタリウム観覧料がかかります。

※図書館の開館時間は、火曜日から土曜日は午前9時30分から午後7
時まで、日曜日は午前9時30分から午後5時までです。

郷土資料館 ☎(492)1124

項　目 内　　容 日　程 料 金
小展示
「古文書修補活動
10周年記念展」

これまでの古文書修補活
動のあゆみと、修補した
古文書の紹介

13日㈰まで
9：00 ～ 17：00 無 料

常設展
「白井のあゆみ」

原始・古代から現代まで
の白井を紹介。16日㈬か
ら小川瓦木作品の展示替
えや浮世絵などを展示

火～日曜日
9：00 ～ 17：00 無 料

※展示替えのため15日㈫は休館になります。

項　目 内　　容 日　時 金　額

子ども向け
投映
ロイ君アワー

子どもクリスマスアワー
2015（45分間）

5日㈯～ 20日㈰
の土・日曜日
24日㈭・25日㈮
11：30

市内
大人210円、
子ども100円
市外
大人320円、
子ども160円
各回開始30
分前から券
売

サンタさんがやってくる
「子どもクリスマスア
ワー」※図書館のおはな
しかいもあります。

13日㈰
11：00、12：00
13：30

ぼくらのうちゅうりょこ
う②　ダーツのたび　
(45分間）

26日㈯・27日㈰
11：30

一般向け
投映

クリスマスの星
（45分間）

5日㈯～ 20日㈰
の土・日曜日
13：30、15：00
24日㈭～ 27日㈰
13：30

昼間の星
を見る会

太陽の表面を観望します
（天候により中止の場合あ
り）

19日㈯
11：30 ～ 13：30 無料

星を見る
会

ドームで星空解説の後
実際の星空で、月、天王
星ほかを観望します
(雨天曇天はドーム内解説
のみとなります）

19日㈯
17：30 ～ 18：45

大人200円
子ども無料

マ タ ニ
テ ィ・ コ
ンサート
＋α

3部構成のリラクゼーショ
ン　プラネタリウム
お好きなパートのみの参
加も可　第1部　医師によ
る講話(30分間）
第2部　図書館司書による
絵本の読み聞かせと図書
館利用案内（20分間）
第３部　音楽とともに星
の誕生のお話し(45分間)

10日㈭
13：30 ～ 15：20
途中2回休憩有

市内在住の
妊婦は無料
他一般投映
料金

□消費生活相談　月～金曜日　
10:00 ～ 16:00　市役所消費生活センター
内線3294　商工振興課　内線3241
□無料職業紹介　月～金曜日
9:00 ～ 17:00（受付9:00 ～ 16:00）市役所
無料職業紹介所　内線3280
□就学相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　学校教育課　内線3422
□教育相談
（相談員による相談）　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　市役所教育相談室
（指導主事による相談）　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　市役所教育相談室
☎（492）2301
□女性生き生き相談　第2・4木曜日
10:00 ～ 16:00　保健福祉センター (要予約）　
企画政策課　内線3355
□心配ごと相談　水・金曜日
10:00 ～ 15:00（弁護士来所日、相続・税
務相談は9:00から窓口で受付順　9：30か
ら電話受付も行いますが、窓口受付優先）
保健福祉センター社会福祉協議会
☎（492）5713
□ボランティア相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　保健福祉センターボラン
ティアセンター☎（492）5716
□家庭児童相談　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　保健福祉センター家庭児
童相談室☎（497）3477
□障害者就労相談　毎週水曜日
10：00 ～ 16：00　保健福祉センター社会
福祉課☎（497）3497（前々日の月曜日午
後4時までに要予約。月曜日が祝・休日の
場合は金曜日まで。）
□こころの相談
（医師による相談）第2木曜日
10:00 ～ 12:00（前日正午までに要予約）
（精神保健福祉士による相談）第2・4水曜日
10:15 ～ 15:00（予約優先）　保健福祉セ
ンター保健福祉相談室☎（497）3491
□交通事故相談　第4木曜日
10:00 ～ 12：00　13：00 ～ 14:30（予約優先）
市役所相談室　市民安全課　内線3322
□木造住宅無料耐震診断相談　原則偶数月
の最終金曜日　10:00 ～ 16:00　市役所相
談室建築指導課　内線3222（4日前までに
要予約）

出張所 日 月 火 水 木 金 土
西白井出張所 ●

休所

● ●

桜台出張所 ● ● ●

白井駅前出張所 ● ● ●

冨士出張所 ● ● ● ● ● ●

公民センター出張所 休所 ● ●

証明書などの発行日　市民課　内線3147

※●印は住民票や印鑑証明などの証明書を発行できる日です（祝日は
発行できません）。
　土・日曜日は、戸籍謄本･抄本は発行できません。
　西白井・白井駅前・桜台・公民センターの各出張所の発行時間は、
午前8時30分から午後1時、午後2時から5時15分までです。
　冨士出張所の発行時間は、午前8時30分から午後5時15分までです。

※詳しくは関連記事（□印の開催時間などは、右欄）をご覧ください。日程は変更になる場合があります。

ゆず

　ケーブルテレビ「J:COM」
の情報番組「東葛調査隊」で、「プ
ラネタリウム」が紹介されます。
放送日　7日㈪～ 13日㈰
※放送時間はJ:COMのホーム
ページで確認してください。


